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▶本号の特集では，前回の診療報酬改定におい
て日本老年看護学会が政策提言として国に要望
書を提出し，報酬化につながった「認知症ケア加
算」について取り上げました。現場のニーズや調査
研究，EBNの収集が実を結びました。同学会で
は，加算新設以降，指定要件となった研修の企
画・運営に取り組み，実践・研究・教育をつない
でいます。今後の改定においても，看護系学会か
らの提案・要望が実を結ぶことを切に願っていま
す。� （小齋）

▶本号の特集では「認知症ケア加算」を取り上げ
ました。2018 年は，6年に1度の診療報酬・介護
報酬同時改定の年であり，2025年に向けた道筋
を示す実質最後の同時改定となり，重要な節目の
年になりそうです。「看護管理」誌では，現場で活
用するための情報を掲載してまいりますので，引き続
きご購読のほどよろしくお願いいたします。▶この編
集後記は年末に書いております。雑誌づくりに関連
した書籍や雑誌は読んでいますが，1つのテーマ
を深めたり，広がりを持てなかったという反省があり，
年末年始にはじっくり腰を据えて，幅を広げられるよ
うなインプットを増やし，新たな企画に結び付けられ
るヒントを見つけられたらと思います。� （石塚）
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「最期は家で」の希望をかなえる 
住み慣れた場所への退院と在宅看取りにつなげるために，病院がすべきこと
本格的な多死社会に移行しつつある中で，「最期は家で」の希望をかなえるために病院看護
部がすべきこと，また支障となっていることは何でしょうか。� �
「住み慣れた場所への退院と在宅看取り」を推進していくためには，「だれと組むか」が重要と
の声も聞きます。つまり医療者間のパートナーシップ，信頼関係が前提となるのです。� �
本特集では，在宅看取りの推進における病院側の課題を整理するとともに，地域・在宅に携わ
る医療者からの事例の共有や提言から，地域全体で「最期は家で」の希望をかなえ，在宅
看取りを推進する方法を考察します。

病院側の課題整理
本人の意思を尊重した在宅看取りの推進における病院側の課題◉山岸暁美
【インタビュー】病院看護部と地域・在宅との連携で，
「最期は家で」の希望をかなえる◉横江由理子
在宅看取りを支える地域のチームづくり
在宅看取りを支える地域のチームづくり
在宅療養支援診療所「つるかめ診療所」の実践から◉鶴岡優子
トランジショナル・ケアチームによる退院後の在宅看取りに向けた移行期支援
病院からのアウトリーチ◉小原淳子
事例と提言：地域・在宅の看護師，介護支援専門員の立場から
◉山田正己／高岡里佳／入澤亜希
病院の取り組み─意思決定支援から在宅看取りへの移行期を支える
自宅で過ごす人生最期の3日間を支えるために
医療依存度の高い患者の退院支援◉上田清美
外来における在宅看取り支援　外来看護師と訪問看護師の連携◉柏木久美子

巻頭

大学院で学ぶ看護管理学　現場の実践から新たな「知」を生むために⑭
大阪府立大学大学院

facebookアカウントをお持ちの方は「医学書院
『看護管理』」で検索していただき，「いいね！」を
お願いします。
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。

facebook，twitterやってます！

182     看護管理 Vol.28 No.02 2018

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
8 

2026/09/23 15:26:31


